
あのときの常呂・写真館
VOL 77

（１９７８年）

昭和５３年１１月１０日

常青協合唱サークル「クレッシェンド」

全国大会出場・努力賞獲得

▲

常青協（常呂町青年団体協議会）は、昭和２５年１１月に町内各地区の青年団体が集ま

り地域青年団として誕生しました。３０年代には、各地区の演芸会や敬老会を地区の青年

団が中心となって行ったり、常青協主催の芸能発表大会・町内青年体育祭などを行い、文

化・スポーツ両分野で大きな力を発揮しました。この当時、文化祭には青年の弁論大会、

単位団による演劇が恒例のプログラムになっていて、青年団の存在が大きかったことを示

しています。その後、４０年代に入ってからは、過疎化による地区青年団の団員減少が進

み、、地域青年団として組織維持が難しくなり、４６年１２月に常青協規約を改正してサ

ークル活動への移行を図り、翌４７年４月から地域青年団からサークル制の青年団に生ま

れ変わります。

＊このころの状況を、「常青協２５周年記念誌 若人」の歴代会長の対談で、当時の会長

が「…今まで地域単位青年団だったのをサークル化にし、趣味のサークルにして活動の

活発化を図ったのです。ソフトボール、バレーボール、歌声、柔道、生活などのサーク

ルが作られました。一時団員数が減少したり、地域青年団が崩壊してきたりでしたが、

サークル化により団員も増えました」と語っています。
▲

こうした常青協の活動が全国大会出場につながり、昭和和５３年１０月号と１２月号の

「広報ところ」は、全国大会出場と結果を次のように伝えています。

＊…９月１４－１５日の両日、滝川市で開かれた第６回北海道青年祭兼第２７回全国青年

大会予選会に常青協から合唱の部、舞踊の部にそれぞれ参加し、合唱は最優秀賞、舞踊

は努力賞を獲得、合唱は全国大会への出場が決まりました。合唱の部に参加したのは、

歌声サークル「クレッシェンド」。昭和４８年に生まれたこのサークルは現在２１名の

会員がおり、毎週は曜日を例会日として練習に励んだ成果がここに実を結んだもの。

＊歌声サークル・クレッシェンドは、１１月１０日、東京で行われた全国青年大会に出場

し、全国から２８チームが参加した中で、努力賞（第５位の成績）を獲得しました。

＊昭和５３年１２月号の「広報ところ」は、この快挙をサークル代表のレポートを添え、

紙面の半分以上を使って紹介しているので、最後のページに付けました。

▲

今回は、北海道青年大会に向けての練習、全国大会出場記念発表会、文化祭出場の写真

で合唱サークル・クレッシェンドの活動・活躍をお伝えします。



北海道青年祭に向けた練習風景：中央公民館



昭和５３年１１月の常呂町文化祭：中央公民館

１１月に行われた全国青年大会出場記念発表会：中央公民館



この発表会では、演劇サークルも友情出演し、会場を盛り上げました
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国
青
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全
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八
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し
た
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、
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績
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受
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と
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規
格
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の
体
型
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持

ち
主
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特
に
女
性
軍
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で
、
ブ
レ
ザ
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着

こ
な
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。

　
【
東
京
に
着
い
た
の

は
】
九
日
昼
。
そ
の

ま
ま
国
立
競
技
場
へ
。

全
国
各
地
か
ら
八
千
名
が
集
り
、
色
と

り
ど
り
の
ユ
ニ
フ
ォ
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ム
で
入
場
行
進
。

　
「
っ
い
に
や
っ
て
来
た
」
と
い
う
実
感

に
、
長
旅
の
疲
れ
も
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れ
、
早
く
も
緊

張
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の
後
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東
京
体
育
館
で
交
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え
て
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。
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発
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】
本
番
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私

た
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出
番
は
午
後
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五
番
目
。
二
十

八
チ
ー
ム
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参
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で
、
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付
を
終
え
た

午
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八
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に
は
、
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で
に
十
数
チ
ー
ム

が
、
ス
テ
ー
ジ
や
ロ
ビ
ー
、
前
庭
で
練

習
を
し
て
お
り
、
私
た
ち
も
午
前
中
、

引
率
の
石
渡
指
導
主
事
の
手
配
で
、
な

ん
と
昼
間
の
ス
ナ
ッ
ク
で
練
習
。
正
午

過
、
軽
く
食
事
を
し
て
会
場
の
野
口
記

念
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向
う
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出
番
を
待
つ
間
、
出
演

中
の
チ
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ム
の
ハ
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入
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皆
の
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に
、
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ま
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が
全
国
大
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動
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せ
な
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入
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テ
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ジ
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っ
て
、
全
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げ
、
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に

し
て
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績
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力
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が
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ム
が
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を
受
け
た
時
の
皆
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で
き

な
い
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ど
。

合
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の
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日
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し
て
会
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る
時
、
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っ
た
二
十
チ
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ム
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。
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】
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、
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っ
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全
国
大
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す
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で
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、
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の
間
、

多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
皆
で
力
を
合
せ
て
何
か
を

造
り
上
げ
る
こ
と
、
人
間
と
し
て
常
に

向
上
を
願
い
、
ま
た
、
多
く
の
人
々
と

心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
は
一
番
の
喜
び

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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唱
で
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、

指
揮
者
を
中
心
に
、
各
パ
ー
ト
内
で
の

心
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
声
が
そ
ろ
い
ま

せ
ん
。

ま
た
、
パ
ー
ト
間
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ム
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、
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取
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ま
せ
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。

一
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に
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一
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に
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な
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。
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出
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け
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無
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參
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思
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。
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こ
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か
ら
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、
常
呂
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が
文
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と
な
る
よ
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、
で
き
る
限

り
の
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力
を
す
る
つ
も
り
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お
り
ま
す
。

最
後
に
、
大
会
出
場
に
当
た
り
、
理
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と
ご
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を
い
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だ
い
た
皆
様
に
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よ

り
お
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を
申
し
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げ
ま
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に
あ

り
が
と
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ご
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ま
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。

　
【
つ
い
で
な
が
ら
Ｉ
こ
の
次
の
大
会
の

地
区
予
選
が
十
二
月
に
あ
り
ま
す
。
現

在
サ
ー
ク
ル
会
員
を
募
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し
て
お
り
ま

す
の
で
、
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の
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な
方
だ
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で
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。

常
呂
剣
連
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け
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常
呂
剣
道
連
盟
（
多
田
勇
会
長
）
は

十
一
月
三
日
・
十
二
日
と
町
民
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
、
町
民
剣
道
大
会
、
三
地

区
（
網
走
、
北
見
、
紋
別
）
対
抗
剣
道

大
会
を
相
次
い
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
町
民
剣
道
大
会
は
、
豆
剣
士
な
ど
九

十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
「
メ
ー
ン

ド
ウ
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と
か
け
声
も
勇
ま
し
く
、

ア
リ
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に
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熱
気
が
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ン
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し
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ま
し
た
。

　
三
地
区
対
抗
剣
道
大
会
は
、
地
区
を

代
表
す
る
二
十
五
名
が
Ｉ
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
誉
を
か
け
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
常
呂
剣
連
か
ら
は
六
名
（
藤
原
春
己

五
穀
、
山
田
徳
雄
四
段
、
佐
藤
栄
三
段
、

大
岸
竹
男
三
段
、
梅
田
俊
則
二
段
、
山

田
哲
雄
二
股
）
が
網
走
地
区
代
表
と
し

て
出
場
し
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
主
催
し
た
同
剣
連
の
多

の
大
会
を
当
町
で
開
催
で
き
た
こ
と
は
、

常
呂
剣
連
が
ま
だ
ま
だ
成
長
す
る
た
め

の
第
一
歩
と
し
て
長
義
深
い
も
の
と
考

え
ま
す
」
と
話
し
て
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ま
し
た
。

　
現
在
同
剣
連
に
は
二
百
十
五
名
の
剣

道
愛
好
者
が
お
り
、
毎
週
水
曜
日
午
後

六
時
よ
り
町
民
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
有
段
者
も
増
え
指
導
者
も
一
段
と
充

実
し
て
き
た
の
で
、
同
剣
憲
で
は
初
心

者
の
加
入
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
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内
的
一
番
大
き
な
』
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